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Summary
ThispaperexaminesbuildingsanddocumentsassociatedwiththebrewingindustryinYuasa-cho,Ki-
shu,inordertotracethedistinctiveevolutionofthestreetscapeandhousesoftradesmeninthisarea.
BrewinginYuasa-chodatesbacktomedievaltimesbutexpandedintheEdoperiodwiththepatronage
ofthelocalclansandbetweentheendoftheShogunateandthebeginningoftheearlymodernperiod.
Buildingsrelatedtothebrewingindustrycametooccupyalargepartofthetowncenter.
Atypicalpremiseofabrewerconsistsofamainbuildingandanumberofauxiliarybuildings.The
†
mainbuildingisofthetwo-storeyHirairitype,frontedwiththehalf-latticesand"insect-cage windows
characteristicofthisstreetscape.ThefloorplanisoftheToridomatype,withthedomaactingasa
placeforbusinessinadditiontotheMisenomathatfacesontothestreet.Besideandbehindthemain
buildingarethebuildingsforfermentation,packagingandothersstagesintheproductionprocess.
ThelayoutofthesebrewingpremisesinYuasa-choiswhatcontributesmostlytoanoveralappear-
ancedistinctivelydiferentfromthatoftheaveragecommercialdistrict;anappearancethathasgrown
althemoredistinctiveasthesurroundingsofYuasa-ChohavebeenmodernizedthroughtheTaishoand
Showaeras,leavingitanisolatedrelicoftheearlymodernperiod.
Keywords:湯浅町 Yuasa,醸造家 Brewer,屋敷構成 Constitutionofpremise,蔵 Kura
町並み Streetscape,近代化 Modernization
はじめに
和歌山県有田郡湯浅町は,紀伊水道の沿岸部に位置す
る小都市である｡湯浅は ｢醤油発祥の地｣といわれ,伝
統産業として醤油,金山寺味噌などの醸造業が盛んであ
る｡ 湯浅醤油と金山寺味噌の起源については,次のよう
な話が伝えられている｡鎌倉時代の建長元年 (1249)に
末に渡った僧覚心 (法燈国師)は,修行のかたわら径山
寺味噌の製法を修得し,帰国後,湯浅に近い由良興国寺
( 1)
に住んで,その製法を伝授したのが金山寺味噌の始まり
とされる｡この味噌の製造過程で槽底に沈殿した液汁に
よってできたものが醤油で,次第に改良が加えられ,渇
浅醤油になったとされる｡江戸時代には醤油の製法,技
術もすすみ,蒲の保護を受けて発展した｡このように醸
造業の発展は,湯浅の経済と都市機能に大きな影響を与
えたと考えられる｡
本稿の目的は,｢醤油発祥の地｣とされる湯浅の町並
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みと町家の特性を,史料と現存する遺構調査の双方から
明らかにするものである｡ 遺構調査では醸造関係の8戸
を抽出して実測調査と観察調査を実施し,さらに居住者
に面接 ･質問紙法による聞き取り調査を行った｡調査年
度は平成11-12年度である｡
1 前近代における町の成立過程
湯浅の町の成立について記述した史料は数少ないが,
天保10年 (1839)に刊行された 『紀伊続風土記』1)に,
｢天正の頃,人家松原のみなみに七十余戸,松原の北に
百五十戸許ありLに,天正中海浜に石垣を築き松原を開
き家居を構う｡ 元和寛永の頃に至りて人家千戸に及び,
商膏市街をなし,湯浅荘町の名起こる｡寛永十三年更に
石をたたみて海に築出し,新地を開きしより (中略)此
より後戸口歳を追ひて繁殖し,方五町の間市街棟を連ね
屋接し,豪商亦多く南方諸都にありて殿富の地となれり｡
(中略)湯浅 ･広両荘の地は海に瀕して漁戸多く,又運
漕便近の地にして商膏の徒諸国に往来し,豪商富膏市街
をなし,-郡の都会繁昌の地なり｡｣と記されている｡
『紀伊続風土記』の編者がどのような資料に基づいて
これらの記述をまとめたのかは定かではない｡同書に従
うなら,湯浅の旧町域は天正年間 (1573-91)に都市
建設がはじまり,17世紀前期の元和 ･寛永年間には戸数
が1,000戸に達し,相当の市街地に発展していたことに
なる｡
そこで町の成立年代を他の資料で裏付けるために,寺
院の創立年代あるいは現在地への移転年代に着目した｡
まず道町の深専寺は寛正3年 (1462)に現在地で創建さ
れている (『紀伊続風土記』は宝徳年間<1449-1451>
の創建とする)｡ つぎに中町に所在する福蔵寺,本膳寺,
真楽寺のうち,福蔵寺は天正18年 (1590)に現在地に移
転してきたとされ,本勝寺は天正年間に現地で創建され,
真楽寺は現在地への移転時期は不明とされる｡ 鍛冶町の
仙光寺は文明8年 (1476)の創建で,天正13年に兵火で
焼失し,その後,現在地に移転したとされる｡ このよう
に,寺院の創建あるいは移転時期に着目すると,古くか
ら開けた熊野街道筋にあたる道町は15世紀中頃から町場
として発達し,中町や鍛冶町の周辺は16世紀末期に開発
されたことを思わせ,『紀伊続風土記』の ｢天正中海浜
に石垣を築き松原を開き家居を構う｣という記述と符合
してくる｡
関が原の合戦後,紀州藩主になった浅野幸長の手で,
慶長6年 (1601)に湯浅の検地が行なわれている｡ 文政
8年 (1825)の写しである ｢慶長六年 御検地写 在田
郡湯浅村｣と題した慶長検地帳(写･北村家文書)には,｢湯
浅庄町｣と記されており,町場として認識されていたこ
とがわかる｡ 屋敷地には,｢漕北町｣｢中町南のはし束は
ら｣｢中町束はら｣などの肩書きが付されており,慶長
6年当時,少なくとも中町,北町の町名が確認できる｡
元和5年 (1619),浅野氏に代わって徳川頼宣が紀州
藩主になり,元和･寛永の頃には湯浅は 『紀伊続風土記』
に記されたような発展を遂げていた｡その後,17世紀中
期の寛文元年 (1661)になると,さらに新しい宅地開発
が行われた｡その様子は｢在田郡湯浅浜丑ノ新屋敷絵図｣
(北村家文書)2)(図 1)により明らかにされる｡同絵図は,
新屋敷の宅地割りを描き,各宅地別に石高と所有者名を
列挙しているが,現在の新屋敷は,この時に町域が確定
した｡
江戸時代の戸数や人口については,『紀伊続風土紀』に,
同書が刊行された天保10年をそう遠くさかのぼらない時
期の書き上げが収録されており,湯浅の戸数は1,255戸,
人口は5,546人であることが判明する｡ これを紀州蒲内
の他町村と比較すると,粉河 (戸数869戸,人口4,507人)
や黒江 (戸数868戸,人口3,698人),田辺城下 (戸数769
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図 1 在田郡湯浅浜丑ノ新屋敷絵図 (北村家所蔵)
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図2 湯浅旅舎深専寺 (『紀伊国名所図会 ･後編』)
戸,人口2,641人)より多い｡同書には和歌山城下と新
宮城下の記録を欠いているが,少なくとも紀北では和歌
山に次ぐ町場として栄えていたことがわかる｡
当時の湯浅の主要産業は,『紀伊続風土記』に ｢湯浅･
広両庄の地は海に瀕して漁戸多く,又運漕便近の地にし
て商膏の徒諸国に往来し,豪商富膏市街をなし｣とある
ように,漁業と海運,陸運を背景とした商業が盛んであっ
た｡また醸造業は,『有田郡誌』3)に ｢営業者著しく増
加し文化の頃には其醸造戸数は92戸の多きに達し,若(和
歌)山地方,大和,河内,和泉等の諸国に販売を拡張す
るに至れり｣と記され,19世紀初頭には業者数が増加し,
産業として発展していた様子が窺える｡
江戸時代の湯浅の町並み景観を描いた資料に,嘉永
4年 (1851)刊の 『紀伊国名所図会 ･後編』4)がある｡
同書の巻4の挿図には ｢湯浅旅舎深専寺｣,｢湯浅祭礼御
輿渡御の図｣,｢湯浅町々より駈馬を出す図｣などがある｡
｢湯浅旅舎深専寺｣の図 (図2)には,深専寺境内とそ
の横を通る道町の町並みが描かれている｡ 熊野街道筋に
あたる道町には,瓦葺きの旅宿や料理屋が軒を連ね,往
来する旅人でにぎわっている様子が描かれている｡
｢湯浅祭礼御輿渡御の図｣(図3)は陰暦 9月に行なわ
図3 湯浅祭礼御輿渡御の図 (『紀伊国名所図会 ･後編』)
(3)
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図4 湯浅町々より駈馬を出す図 (『紀伊国名所図会 ･後編』)
れていた顕国神社の祭礼で,町境には祭礼提灯を吊った
仮設の門,両脇に ｢顕国大明神｣と大書した職,御輿の
渡御,獅子舞,母衣武者の行列などが描かれている｡両
側の町家は瓦葺きで2階建ての立派な建物で,1階の
庇や2階の軒下には嶋幕が掛けられ,格子や窓がはずさ
れ,渡御列を一目見ようという見物人が鈴なりになって
いる｡ ｢湯浅町々より駈馬を出す図｣(図4)は,陰暦7
月に行なわれた諏訪神社の駈馬の神事で,着飾った騎馬
武者が中町の通りを北から南へと駆け抜け,早さを競っ
た｡この日は沿道の町家では表の間の格子をはずし,室
内に犀風を飾りたてていたことがわかる｡
『紀伊国名所図会』の挿図は,絵画資料という限界は
あるが,紀州蒲の中でも和歌山城下と新宮城下に次いで
大きな都会であった湯浅の往時の姿を,努葬とさせてく
れる｡
2 明治初期の空間構造と土地所有･
明治時代の町の空間構造,土地利用形態を示す史料
として,明治初期のものと推察される地籍図と明治30年
(1897)作成の｢和歌山県有田郡湯浅町大字全図｣があり,
両史料の地割りはほぼ一致する｡ここでは,明治初期の
土地利用状況を,両史料より作成した町割復原図 (図5)
より考察する｡
湯浅の中心部は,道町,北町,鍛冶町,中町,浜町,
新屋敷,元本町の各字から構成される｡ これらの内,元
本町以外は,『紀伊続風土記』に字名が認められるので
近世からのものであるが,元本町は同書では大小路,川
端片町となり,変化している｡●字割りは北町と元本町以
外は南北に長く,各字は通りを挟んで向かい合う敷地が
一つの町を構成する両側町の形式である｡ 北町の軸とな
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図5 明治初期の町割り復元図
る東西の通りから各字の主要通りが南北に延び,元本町
の東西の通りに至る構成になっている｡ 各字の骨格とな
る通り以外に,南北方向の通りのほぼ中程に東西の通り
が通されている｡ これは現在の蔵町の通りである｡
各家の敷地の間口は,主として各字の軸となる通りに
対して開かれ,北町以外は南北の方向の通りに向けるの
が一般的である｡ しかし,道町一鍛冶町間では束西方向
の通りに対して開く敷地が多く,他の街区とは異なる空
間構成をもつ ｡ 道町はかつての熊野街道にあたり,その
成立過程と地域性の違いが道町以西の町との空間構成と
なって現れたと考えられる｡
敷地規模は道町,北町,鍛冶町,中町が比較的大きく,
特に大規模な敷地は中町を中心に分布する｡ また,同じ
宇内でも,北寄りの敷地が南寄りに比べて規模が大きい
傾向にある｡ 浜町や新屋敷,元本町,小路に面した敷地
は,細かく分割されている｡
以上のことから,明治初期の湯浅は,道町を軸とする
町並みと,北町,鍛冶町,中町の町並み,そして浜町,釈
屋敷の町並みという3つの異なる空間構造をもっていた
ことがわかる｡ これは前章で明らかにしたように,前近
代における町の成立過程を反映したものと考えられる｡
つぎに,当時の土地所有状況をみていきたい｡図6は
地籍図から,中心部に複数筆の土地を所有していた上位
20名を拾い上げたものである｡ 明治初期の広域土地所有
者上位20名の内,17名が醸造業者である｡ 土地集積の形
態は,-箇所に集約されることはないものの,比較的集中
する傾向にある｡ 複数の隣接,近接する土地を取得し,広
い面積を確保している場合が多い｡これは大規模な施設
を必要とする醤油醸造業と関係するものとも理解される｡
(4)
図6 大規模土地所有者による土地所有状況
大規模な敷地は,中町以西の北町から蔵町にかけて多く
見られ,寺院以外は醤油醸造家の分布とほぼ一致する｡
表1にあるように,幕末から近代初頭には数多くの醸
造関係業者が存在していた｡所在地がわかるものに英文
字を記入しているが,当時の醸造関係家屋の分布図に落
としてみると,市街地の中心部に大規模な土地を所有し
ていたことがわかる (図7)｡屋敷地は広大で,一般に
表 1 幕末から明治初期の醸造家
愚 考 氏 名
% 山形屋 久保滞七 .瀬七 a
er 油量 (油伝) 千川件七 b
酒屋 (浦伝) 大浦停威 C
eT 角度 (角長) 加納長兵術 .忠兵術 rd
令 竹屋 竹林善兵衛 .皇太郎 e
曹 赤武 赤桐武兵衛 f
千 赤善 赤桐善右衛門 g
蘇 角度 (角右馬) 池永有馬太郎 h
⑳ 川口崖 川口弥兵術 Ⅰ
′ヽ 不明 久保耳有価的 J
令 角置 く角菩) 中村菩左衛門 k
令 .花屋 (花忠) 大谷忠兵衛 1
JC> 大阪屋 (大三) 北村三右栃門 m
∠ゝ 栖原塵 (栖太) 垣内太郎左横門 n
㊨ 花嵐 花屋新兵衛
●●● 不明 土井弥右衛門
宍 松浦塵 松浦屋十蔵
仝 角屋 玄後市郎兵衛
愈 中屋 中屋清七
和泉屋 和泉塵音左衛門
曾 花屋 (花漉) 大谷晦助 o
■●一● 酒屋 酒屋七右術門
令 津木尾 津木星源七
界 不明 金野久書
令 不明 散見庄七 p
ザ 不明 畠中作右衛門 q
命 花屋 花屋又助
全 紙屋 (紀仁) 橋本仁右衛門 r
井関屋 衣川善兵衛 8
不明 青石弥右栃門 t
(図7に番号記入)
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(5)
図7 幕末から明治初期の醸造業の分布
角地に構えられ なかには3万が道路に面するものや1
街区を占め,4万に道路が巡る屋敷構成もある｡とりわ
け,北町,中町,鍛冶町に集中していたが,これらの地
区を中心に醤油の町としての景観が造られていたことが
窺われる｡
近代初頭の湯浅町の様子を知ることのできる絵画資
料に,4曲1隻の ｢湯浅図犀風｣(写真1,2)がある｡
これは南紀男山焼絵付師 ･光川亭仙馬 (土屋政吉 ･1816
-93)の旧宅から発見されたことから,仙馬の作と考
えられる｡その制作年代は不詳であるが,明治前期頃と
推定される｡犀風絵より,山田川から広川にかけて家屋
が密集した町場の様子が窺われる｡
醸造業に関係した描写としては,北町通りと蔵町西
端と思われる通りを,大八車に醤油樽を載せて海岸に向
かって運搬している様子が描かれている｡ 当時は沖仲士
が大八車で北の浜まで運び,海上輸送をしていた｡その
先には小舟が停泊し,荷の積み出しが行われている｡ 沖
に停泊している何腔もの帆船から,湊としての湯浅の賑
写真 1 ｢湯浅図犀風｣
わいが感じられる｡
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3 大正 ･昭和の都市発展と町並みの概況
明治末期から昭和初期にかけて,大宮通りと蔵町の通
りの拡幅,有田鉄道と国鉄紀勢線の開通など,道路 ･交
通機関の整備が進んだ｡また,行政機関や学校などが,
新たな施設建設用地を求めて既成市街地の周辺部へと移
転された｡交通機関の整備による新しい都市軸の誕生と,
施設の移転に伴う市街地の拡大は,湯浅の町並みに大き
な影響を与える出来事となった｡
昭和初期には,江戸時代を継承する湯浅の町並みのな
かにも,近代らしい建物が数多くみられるようになる｡
それは,伝統的な町家に近代的な意匠や材料が取り込ま
れたものであったり,新しい様式で造られた近代建築で
あったりした｡前者は,道町や大宮通り,蔵町など,明
治以降,拡幅された通り沿いに出現し,後者は,行政施
設や公共施設,学校,銀行,病院といった近代の新しい
施設にみられた｡
戦災による被害をほとんど受けなかった湯浅町では,
戦後も既存の町を継承しながら変化を遂げていった｡た
だ,近世以来の市街地や近代に出来た新しい町並みが,
大きく改造あるいは発展することはなく,戦後の変化は
専らその外側で展開された｡
陸上輸送は,近代にはかつての熊野街道が国道として
利用され,湯浅市街を通過する道町が国道とされた｡し
かし,自動車の普及によって狭い道路では不便になり,
昭和35年 (1960)には,市街地を迂回した新ルートの国
道42号線が開通している｡この新しい国道の開通によっ
て,商業の中心が道町から新国道沿いへと移っていった｡
新たな都市軸が,既存市街地を避けて形成されたことで,
歴史的な町並みが破壊されることなく維持される結果と
なった｡
戦後の高度経済成長期に湯浅町の人口も増加し,新た
な住宅地の需要が高まった｡そこで,新屋敷以西の海浜
を埋め立てて宅地化する計画が立てられ,昭和40年に工
写真2 ｢湯浅図犀風｣ 海岸付近拡大図
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事が完成した｡この事業によって,歴史的町並みの西に
海岸が広がるという,港町としての湯浅の景観は失われ
ることとなった｡埋め立て地に新しい住宅地が出来たこ
とで,旧市街地から転出する世帯,また,店は旧市街地
に置き,住居は埋め立て地に移すといった職住分離の形
態をとる世帯も現れ,その居住形態にも変化が見られる
ようになった｡
現在の湯浅の町は,商業で賑わった道町や大宮通りの
地区と,醤油醸造業で栄えた鍛冶町以西の地区に分ける
ことが出来る｡道町,大宮通りは,明治から昭和戦前期
の商店街の雰囲気をもち,鍛冶町以西は江戸時代の倖ま
いを現在に伝えている｡ なかでも,北町,中町,鍛冶町
を中心とする一帯は,最も古い時代の建物が残る歴史的
界隈である｡ 大路には,商売を営む間口の広い町家や土
蔵が軒を連ね,大路の間の小路には,住まいとしての町
家が連続する｡大路に面した町並みと,小路に面した町
並み,2つのスケールの町並みが併存する空間構造が湯
浅の特徴といえる｡ 醸造関係業種には,現在も営業を続
けているものもあり,町並みの成立から現在にいたるま
で,醸造業は湯浅の町並みを担う産業として重要な役割
を果たしてきたといえる｡
4 明治18年 『名勝豪商案内記』にみる町家の
特徴
明治10年代に日本各地で 『名勝豪商案内記』や 『名所
豪商案内記』と題した商工便覧が発行されている｡和歌
山県でも明治18年(1885)C羊有田郡内の『名勝豪商案内記』
5)が発行され,湯浅の部30名の内,表2にあるように
醸造業種が14名確認できるム 図6と対応させると,その
内の11名が広域土地所有者である｡ 明治初期には醤油醸
造業による富を背景とした土地集積が行われていたこと
が確認できる｡
『名勝豪商案内記』には家業,店名や屋号,住所以外に,
通りから見た主屋や屋敷が細かく描写されている｡ 一般
に絵画資料は描写内容の信悪性が問題になるが,遺構が
現存する ｢久保又右二門｣(現栖原家 ･図8),｢北村三
右二門｣(図9),｢加納長兵衛｣(図10)の描写と調査結
果を比較したところ,かなり忠実に描かれていることが
表2 『名勝豪商案内記』 有田郡湯浅町一覧表
業種 .商家名 経営者 所在地
和洋 砂糖商 野田寛助 湯浅山家町
氷宝併任入所 穀物肥物商 児島線九良 山家町
呉服太物唐物 嫁入遭具類 市岡太兵術 湯浅山家町道町北角
和漢洋薬種商生 砂糖南棟草 青臭 絹本定右エ門 漁洩連町
寓先物小間物汚物卸 小売商 青耕茂兵術 沸浅蔵町
醤油輿進所 久保瀬七 沸浅道町 a
寓小間物類太物類卸売商 漁洩治兵術 親浅連町
襲附蝋燭輿連所 梅 水油商 小川恕助 湯浅適町角
皇藻洋津耗筆墨繭 鮮度墓七 湯浅蔵町有田耶湯浅道町角
活版印刷所 成文牡 仲座暮七支店
青物〒物売捌所 山下藤助
西洋和漢薬種南 井ニ医用持株瓶類 南方利兵術 湯浅蔵町
榊定宿内国通運会社 江戸薪 野下新蔵 沸浅道町
沓油製造所 井酒類売捌所 玄後市三舛支店 湯浅鍛冶ヤ町
幹油穀造所 大浦仲蔵 湯浅北町四十七番地 C
醤油穀造所 千川伸七 沸洩鍛冶屋町 b
国産醤油製造所 久保又右エ門 湯浅鍛冶鹿町 J
醤油製造所 竹林量太良 漁洩鍛冶鹿町 e
♯油敷造所 加納長兵衛 執浅北町 d
醤油製造所 赤棉善右新円 濠浅 g
穀物間島 北村伊助 湯浅凍
奈良凍製造所 島中作右エ門 湯浅中町角 q
私立有田病院 首相美称 漁浅中町
醤油製造所 池永右馬大部 湯浅中町 h
醤油玉井醤輿近所 北村三右エ門 湯浅中町 m
醤油製造所 酒類売掛所 金野久青 漁浅済町
穀物問屋秋田農 岩常長左エ門 有田郡湯浅中町
醤油製造所 赤絹武兵衛 湯浅蔵町 f
御定宿 奈良漬玉井醤売耕所 廉屋久七 湯浅島之内
(図7に番号記入)
わかったので,同書は明治18年当時の家屋を知る貴重な
資料であると判断できた｡ここでは,醸造関係の所在地,
屋敷構成や外観意匠の特徴などを,他の業種とも比較し
ながら検討したい｡
まず所在地をみると,醸造関係の業種は鍛冶町,北町,
中町に集中して分布している｡ これに対し,街道に面し
た道町には旅館や商家などが建ち並び,蔵町には呉服や
青物,薬種などの小売商や卸売商が名を連ねている (表
2)｡また,醸造業の半数は角地に面し,主屋も角地に
位置している｡
建物の外観をみると,醸造業の主屋はツシ2階建の造
りが多く,本2階建が普及している病院,印刷所や宿屋
の客間と比べて,古風な印象を受ける｡
表から土間形式をみると,醸造業は片側土間で土間口
図9 醤油 玉井醤製造所 北村三右工門家 (中町)
図 8 醤油製造所 久保又右 工門 (鍛冶町)
(6)
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図10 醤油製造所 加納長兵衛 (北町)
Pryt)tTT:
図11 醤油製造所
に看板を吊る程度で,比較的地味な倖まいである｡土間
には屋号が記された醤油樽が置かれ 商いの様子が窺え
る｡一方,呉服商,砂糖商などの小売商や宿屋では,土
間幅が広くとられた前土間形式が多く,土間口や2階に
は何校もの看板や屋号の入った暖簾が掛けられている｡
表側の居室部は,通りに面して2列に部屋が並ぶ間取
り形式が一般的である｡ 土間境の表の部屋には結界や火
鉢が置かれ 座っている人の描写からみて,帳場である
ことが窺える｡土間境は建具がなく,開放され,また,
通りに面する開口部は,下半分の腰部に竪子をはめ込ん
だ開放的な造りである｡このような造りは穀物問屋など
の卸売業でもみられ 醸造業も含めて,湯浅町の商家で
広く用いられた形式と考えられる｡ 『紀州湯浅の町並み』
6)では,｢半格子｣と仮称しているが,本稿でも便宜的
にその名称を用いる｡ 上手の居室の表側は切子格子で,
半格子よりやや閉鎖的な造りである｡2階正面の外壁に
は窓が開けられ,格子窓よりも虫龍窓が多い｡近代的な
病院や印刷所の建物にはガラス戸と開閉式の鎧戸が採用
されているが,醸造業では伝統的な形式が保たれている｡
付属屋に関しては,醸造業では,少ないもので2棟,
多いものでは加納家 (図10)のように9棟にも及ぶ｡そ
れらは,通りに沿って,あるいは敷地内部に描かれてい
るが,醸造関係の付属屋は主屋の横や後方に配されてい
る｡付属屋の用途を絵画から特定することは難しいが,
久保瀬七 (道町)
屋根に煙突をもつために釜場と推測されるものや,道路
沿いの建物で,製品を出荷している様子が描かれている
ことから,詰場であることがわかるものもある (図11)0
一般に付属屋は切妻屋根で,膜壁が縦羽目板張り,上部
は大壁の蔵造りで,要所に小窓が設けられている｡この
ように醸造関係の屋敷構えは,伝統的な表構えの主屋と
土蔵が建ち並ぶ外観であったと考えられる｡鍛冶町,北
町,中町の町並みは,商店街とは異なる,湯浅独特の景
観を造り出していたのである｡
5 遺構調査による醸造関係業の
屋敷構成の特徴
前述のように明治18年の 『名勝豪商案内記』から近代
初頭の町家と町並みの特徴が明らかになったが,ここで
は,現存する家屋調査資料から醸造関係業の屋敷構成と
町家の特徴を明らかにしたい｡
調査対象は,『名勝豪商案内記』にも収録されている
加納家 (北町),栖原家7)(北鍛冶町,旧久保又右衛門家),
北村家 (南中町)を始めとして,戸津井家 (北町),太
田家 (北町),津浦家 (北町),竹林家 (北鍛冶町),大
本紀伊分苑 (北浜町,旧赤桐光太郎家)の8戸の醸造関
係家屋である｡現在,3戸が廃業し,1戸は生産縮小を
行っているが,いずれも近世末期から近代初頭にかけて
の屋敷構えが残されている (表3)0
表3 調査家屋一覧表
所在地加美および変遷時期二二 二二===二二:二二二
江戸時代初期-明治時代-
江戸時代末期-ヰ戦後
天保12年 (1841)
江戸時代末期一一大正時代廃業
明治7年-昭和57年廃業
文化8年 (1811)
明治41年-大正時代に廃業
家屋名 家業
1北村家 金山寺味噌-金山寺味噌 ･港沖-金山寺味噌
2太田家 醤油醸造業-金山寺味噌
3加納家 替油
4竹林家 (醤油 ･無鞘)
5括輝家 (醤油)
6津浦家 善
7旧赤桐家 くさ油)
8戸津井享 沓油
地広さ 敷地形状 生産畿維 腰形態
南仲町 350坪 角地3方迷路 ･縦長 コ型
北町 約300坪 1方道路 ･横長 E型
北町 約850坪 1方道路 ･横長/2街区角地 口型
北鍛冶町 約200坪 角地2方道路 ･横長
北港冶町 315坪 角地3カ遭路 ･縦長
北町 約200坪 角地3方正路
北浜町 角地2方道路 ･縦長
文化年間 (1804-1818)-昭和6昨 報小 北町 250坪 角地4方漣路 ･縦長
( )は元家業
(7)
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表4 調査家屋主屋概要
家慶名 建築年代 間口×奥行き 屋根形式 本屋根 庇 構造形式 1階田口部 2階押口部 出桁 軒下塗込 平面形式 ダイドコロ
1北村家 近世後期 (聞取り)
2太田家 J1
3加納家 J
4竹林家 IJ
5楢原家 明治7年 (聞取り)
6津浦家 明治11年 (普締嬢)
7旧赤桐家 明治後期 (聞取り)
8戸津井家 昭和11年 (配録)
4.5問×5.0開 切妻
6.5間×5二5間 切秦
8.0間×4.5閉 切妻
10.5間×4.5間 切妻
7.5間×5.0間 切妻
4.0間×4.0間 切妻
本瓦 本瓦 ツシ2謄
本瓦 本瓦 ツシ2階
本瓦 本瓦 ツシ2謄
本瓦 本瓦 ツシ2勝
本瓦 本瓦 ツシ2謄
本瓦 本瓦 ツシ2階
7.0間×6.0間 片入母屋 本瓦 桟瓦 ツシ2階
5.0間×5.5間 入母屋 桟瓦 桟瓦 給2階
半･格子 虫糖密
格子 虫稚恵
格子 虫縫恵
格子 血糖窓
半･格子 虫轍恵
半･格子 虫龍恵
0 2列2壷 9畳 ･吹き抜け･階段設置
0 2列2重 6畳
2列2重一4畳
0 2列2重 6畳 ･吹き抜け･階段設置
0 2列2重 12畳 ･吹き抜け
0 1PJ2重 8畳 ･半分吹き抜け
格子 虫柵恵+格子 0 0 2列3室 6畳 ･吹き抜け
格子 鉄格子 0 2列3壷 6畳 ･階段殴置
敷地規模は最大の850坪を筆頭に,最も狭いものでも
200坪,平均では350坪と広大である｡ 角地に立地するの
は6戸で,3万が道路に面するものが最も多いが,なか
には4万が面するものもある｡さらに,道路を挟んで3
街区に及ぶ屋敷構えをもつものもある｡ 敷地形状は奥行
きに比べて間口が狭い縦長のものと,間口が広い横長の
ものがあり,一定ではない｡
敷地内には,主屋と醸造に関わる建物が配されている
が,『名勝豪商案内記』の様に,主屋が角地にあるのは
3戸である｡近世末から近代初頭の建物は,建ちの低い
ツシ2階である｡ ツシ2階は物置以外に,住み込みの奉
公人の居室に用いられ,ワカシュウベヤ,ジョチュウベ
ヤなどと呼ばれていた｡その後は次第に2階の階高が高
くなり,昭和11年 (1936)築の戸薄井家は総2階で,居
室化が進んでいる｡
主屋の屋根は切妻形式,本瓦葺きで,前面には庇が取
り付くが,明治時代後期になると片入母屋屋根,昭和時
代のものは入母屋屋根で桟瓦葺きとなり,屋根材料や形
式も変化している｡ 表構えは,大戸と格子からなり,辛
格子を残しているものも3戸ある｡ 2階には虫龍窓など
が開けられ,伝統的な表構えがそのまま残されている(写
真3)｡明治時代までの家屋は軒下が塗り込められてい
るが,昭和時代は庇と共に出桁で支える造りで塗り込め
なくなり,軽快になる (表 4)0
主屋の平面は,1階は通り土間と床上部分からなる｡
人口土間は,間口が1間から2間半で,後方に醸造施設
が配されて製造が行われている場合は,現在も通り土間
写真3 虫韻窓､半格子､大戸をもつ伝統的な主屋外観
(北村家)
(8)
(半は半格子)
のままで残されている｡
床上部分の間取りは2列2室型を基本とするが (図
12),規模の大きなものでは2列3室型 (図13)になる｡
各室の呼称は下手表側よりミセ,ダイドコロ,上手表側
よりミセオク,ナンドである｡ ミセの規模は狭いもので
は4畳,一般的には6- 8畳で,接客や商談の場以外
に帳場としても用いられている｡結界が置かれ,『名勝
豪商案内記』と変わらない様子が保たれている家屋もあ
るが,昭和20年代後半からミセの床を落として事務室と
したり,奥土間の一画に事務机と椅子を置く形式が登場
し,帳場は椅子式に移行している｡
主屋の居室の中で特徴的なのはダイドコロである｡広
さは最大で12畳,平均6-8畳あり,大半が最も広い
部屋になり,ヒロマ的な役割を担っている｡ ダイドコ
ロの土間境には建具がなく開放され,土間とダイドコロ
｢『ヨ __Iミセオク
ナンド J Iザシキ ∫
ザシキ
ミセ Iイドコ
Tlf"'バスイ～
l AfB
図12 典型間取り例
図13 主屋下手に詰場をもつ2列 3室型
(元赤桐家平面図)
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の上部が一体になって吹き抜けとなっているものが多い
(図14)｡ダイドコロの吹き抜けは,湯浅の町家の特徴で
もあり,2階への階段が設置されるものも少なくない｡
しかし,昭和11年築の家屋ではダイドコ口上にも居室が
拡大し,吹き抜けが設けられなくなっている｡
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図14 断面図にみるダイ ドコロの開放
間取りはこれらの基本型に座敷が上手や主屋後方に拡
張し,増改築によりやや複雑な構成になっている｡ 座敷
は2室構成の続き間形式が主で,大正時代には2階座敷
も設けられるようになり (図15),接客空間の拡充が図
られている｡
｢ 事
i ＼＼~ー一二､ ､1
I Llf-.L
I
- 一■-【■-■ :.1 JLSZ;i'!ilJIf
T'◆…tI NFlI >く// ､､一_)! Ii ー!Ij
図15 前面つし2階､後方に角屋で座敷拡大例
つぎに,醸造に関わる付属屋の分化状況をみていきた
い｡醸造業の中でも麹製造業では付属屋が少なく,麹菌
を発酵させるための室 (ムロ)を含む作業肘の土蔵と,
材料などを保管するための蔵のみである｡ 金山寺味噌製
造業は大豆,莱,麦の蒸し場,煎り場と味噌麹を作る室
(ムロ)や作業場,仕込場,材料置き場や樽蔵などを伴う｡
一方,醤油の製造は,金山寺味噌などと比較すると複
雑な作業工程と用具,設備,生産空間を必要とするので
8),多くの付属屋が配されている｡ 製造に関する建物と
しては,穀物や塩などの材料の収納庫,洗い場,火入れ
などの作業場,醤油酵母の醸成,発酵に関する室 (ムロ),
醸造に直結する仕込蔵,圧搾場,澄まし場,詰場,樽蔵
がある｡
醤油醸造家の屋敷では,これらの醸造関係家屋が主屋
を核とし,敷地形態に即して配されている｡ 敷地の間口
が狭く奥行きが深い場合は,主屋を間口いっぱいに建て,
その後方に醸造関係施設が配される形態となる｡ 但し,
前面道路への出荷を容易にするために,土間を出荷経路
とせず,主屋と一体にした詰場を土間下手に設ける｡ 大
(9)
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本紀伊分苑 (旧赤桐光太郎家 ･図13)と楢原家 (図16)
とは同形態である｡ 詰場は土間空間で,樽詰め,瓶詰め
された商品を搬出するために,間口は主屋の土間幅より
も広く,前面の格子は取り外せる造りになっている｡ ま
た,奥行きも深く,表の通りから主屋背後の敷地に通じ
ている｡ 主屋に醸造関係施設が合体した造りで,湯浅の
町家の特徴的な家構ともいえる｡
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図16 栖原家配置図 (『柄原家醤油醸造関係資料Jより作製)
間口がやや広くなると,主屋の横にも醸造関係家屋が
配され,後方に続く構成となる｡戸津井家では主屋の横
に樽蔵,穀蔵 (ムロを含む)が並び,後方には醒蔵,圧
搾室,火入蔵 (火入場,澄まし場,詰場)が設けられ,
醒蔵の西側は樽や袋の干場であった｡主屋は昭和11年に
再建された比較的新しいものであるが,旧家屋と同様,
火人蔵の一画で樽詰めした樽を奥土間の吹き抜け部分
に積み上げ,前土間から出荷する経路をとっている (図
17)0
lIt元干場 … lI元酵蔵 1.
l ■lIフて火入鼓し____1IlJ
:元圧搾室I
-
図17 戸津井家配置図
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江戸時代末期より続く醤油醸造家である太田家も類似
した型で,主屋の背後に囲むように醸造関係施設が仁型
に配されている｡ 戦後,金山寺味噌醸造に転じているが,
江戸時代末期の普請と推定される,西に矩折れに接続す
る蔵を剛 ､て味噌醸造が行われている｡作業工程も含め,
醸造関係施設の転用性が業種の転換を容易にさせる一因
になったと考えられる (図18)｡
前蔵
図18 太田家配置図
主屋 ▲
奥行きに比して間口が広い場合は,生産の場が主屋
の横に配される構成となる｡ 加納家 (角長醤油店)は
その事例で,北町通り北側では背後に大仙堀があるた
め敷地の奥行きが浅く,生産に関する建物は主屋の下
手に,室 (ムロ)前の建物を囲むように□型に建ち並
んでいる｡西には仕込蔵が配されているが,仕込蔵は
創業当時の天保12年 (1841)の普請とされ,仕込桶が
36桶据えられている｡ 北町通りに面する蔵には,圧搾
場,澄まし場,さらに出荷しやすいように詰場が配され,
17間に及ぶ蔵の町並み景観を造り出している｡ その後,
同家の屋敷地は北町通りの南街区にも拡大され,現在
は3街区を占めている｡ 北町通りの両側に広がる切妻
屋根,本瓦葺き,縦羽目板張りの蔵の景観や,北側の
大仙堀から望んだ屋敷構えは,湯浅を代表する町並み
景観になっている (図19)｡
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図19 角長醤油店配置図
(10)
醸造業の中でも醤油醸造業はとりわけ関係施設の屋敷
地に占める割合が高いが,施設の分化状況や名称は各家
で異なり,敷地形状に即して,各建物は連続しながら主
屋の横や後方に矩形に配され,それぞれ独自の屋敷構成
をなしていたく｡通りに面して土蔵が配される場合は,と
りわけ醤油の町としての町並み景観を造り出し,敷地内
部に配される土蔵の重なりは町並みを懐の深いものにし
ている｡
まとめ
紀州湯浅は16世紀末に町が開発されて現在の市街地の
骨格が完成し,17世紀前期の元和 ･寛永の頃には ｢人家
千戸に及び｣,｢商膏市街をなし,湯浅荘町の名起る｣と
言われるまでに発展した｡19世紀前期には家数1,255戸,
人口5,546人を擁し,紀北では和歌山城下に次ぐ都市規
模を誇っていた｡古くから湯浅醤油の製造が盛んで,19
世紀後期の史料によると,北町,中町,鍛冶町など町の
北半分に醤油醸造業者が集中し,通りに面して店舗を兼
ねた町家,そして長大な醤油蔵を置くことで,重厚な町
並みを造り出していた｡
19世紀末期から20世紀初頭にかけて,湯浅町では道路
や交通機関の整備が進み,旧市街の東側に新市街地が生
まれ,そこに行政機関や学校などが置かれた｡第二次大
戦の戦災をほとんど受けなかった湯浅では,戦後も既存
の町を継承しながら,新しい市街地はさらにその外周へ
と発展を遂げた｡そのため,近世以来の旧市街地におい
ては,醤油醸造業で栄えた江戸時代の仔まいをそのまま
残すことになった｡とくに町並みの中心をなす大型の町
家や土蔵は,その多くが醸造業関係の建物で,町並みの
成立から現在に至るまでの湯浅の歴史を象徴している｡
湯浅の醤油醸造業者の屋敷はいずれも広大で,他業種
と比較して多くの付属屋が配されている｡ 醸造の作業工
程に即して,穀蔵,麹室 (ムロ),仕込蔵,詰場が矩形
に建ち並んでいる｡とりわけ,詰場は搬出のために通り
に面して設けられ 主屋が敷地間口いっぱいに建つ場合
は,主屋内に取り込む家屋形式もある｡主屋の外観は,
屋根が切妻造 ･平入り,ツシ2階建で,1階は半格子と
切子格子,2階は虫龍窓など,伝統的な表構えがそのま
ま残され,醤油の町として,独自の町並み景観を伝えて
いる｡
近年になって湯浅の町並みが注目されている｡本稿で
明らかにした醤油や金山寺味噌など醸造関係の町並みを
中心に,町中に点在する寺院や神社,近代建築,小路,
史跡,樹木など,歴史の積み重ねによって育まれ,先人
によって守り継がれてき歴史遺産の再評価がすすみ,磨
千森 ･中嶋 ･谷 :紀州湯浅の町並みと町家について
史を活かした ｢すまいづくり｣｢まちづくり｣への機運
が盛り上がっている｡
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紀州湯浅の町並みと町家について
千森 督子､中嶋 節子､谷 直樹
要旨:本稿は,和歌山県有田郡湯浅町の伝統産業の一つである醸造業に焦点をあて,史料と現存する遺構調査から,
町並みと町家の特性と変容を明らかにするものである｡
湯浅町の醤油醸造は中世からの歴史をもち,江戸時代には蒲の保護を受けて発展し,幕末から近代初頭には醸造
関係家屋は町の中心部に大規模な土地を所有した｡
醸造家の屋敷は,主屋と数棟の付属屋からなる｡主屋は,2階建,一切妻屋根,平入り形式で,開口部の虫龍窓や
半格子が町並み景観を特徴付ける｡ 間取りは通り土間形式で,土間は表通りに面したミセノマと共に商いの場でも
ある｡主屋の横や後方には仕込み蔵,詰め場などの数棟の製造に関係した付属屋が建ち並び,これらの屋敷構成は,
商業地とは異なる湯浅の独自の町並み景観を造っていた｡
周辺地域が大正,昭和時代と次第に変容するなか,近世以来の旧市街地の町並み景観は,今なお歴史的な倖まい
をとどめている｡
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